








6.まとめ 

 (1)野外集団では、出産可能の 5歳以上の雌のほぼ 4割以内が毎年子を生み育てる。この

うち、10 歳以上の雌が最もよく子を生み育てるが、若年齢や高年齢の雌の子の生存出生率

は低い。 

 (2)ニホンザルの子が死亡するのは、生後 1 ヵ月以内が最も多く、生まれた子の 6%がそ

の間に死亡する。子の死亡率は、母親の出産歴や年齢によってことなり、初産の子、若年

齢出産の子、老年齢出産の子の死亡率は高い。雄の子と雌の子の死亡率の差は明確ではな

い。 

 (3)野外集団に生まれる子は、隔離飼育ザルの母に育てられる場合とことなり、おおむね

健常に育つ。しかし、まれに若年齢の母や高年齢の母が不適切左子育てをし、子を死亡さ

せることがある。 

 (4)野外集団で未熟で生まれた子を適切に育てる母親の事例や、本報告での結果を総合を

すると、発達初期において子の生存と死亡を分けるのは、かなりの程度母親に依存する要

因であることがわかる。 


